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令和７年度 学校経営計画書 
 

学校番号 47 学 校 名 静岡県立藤枝西高等学校 校 長 名 竹村 祐 

 

１ スクール・ミッション 

 校訓「自律 敬愛」のもと、生徒一人一人の多様な進路希望を実現できる学校として、主体性・協働

性を育む多様な学び、豊かな感性と異文化理解の精神を育むグローバルプログラム、コミュニティ・ス

クール事業などの教育活動を通して、国際的視野を備え、社会に貢献することができる人材の育成を目

指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

～本校では卒業までにこのよう

な力を身に付けます～ 

・何事にも積極的に挑戦する気概

を持ち、未来を切り拓く力 

・他者との協働を通して国際的視

野を備え、社会に貢献する力 

～本校ではこのような学びを行

います～ 

・教科の学習を通して「知識や技

能」の習得、「思考力、判断力、

表現力」及び「学びに向かう自

主的な態度」の育成を図る 

・総合的な探究の時間やキャリア

教育、グローバルプログラム等

を通して総合的な学力の向上

を図る 

・学校行事、生徒会活動、部活動

等を通して自律的な態度と自

己肯定感の育成を図る 

～本校ではこのような生徒を求

めています～ 

・校訓（自律・敬愛）に込められ

た理念への理解ある生徒 

・自らの心身を鍛え、学業や部活

動、学校行事に加え、グローバ

ルプログラムやコミュニテ

ィ・スクール事業、探究活動等

の各種活動に対して主体的、協

働的に学ぶ意欲のある生徒 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア（人間性の育成） 

行事、生徒会活動、部活動等を通して、自己有用感を感じ、自己肯定感を高められる教育活動を実現

する。 

 

イ（学力の定着） 

教師による「授業改善」及び生徒による「学習改善」の充実を図り、確かな学力を育成する。 

 

ウ（進路目標の実現） 

キャリア教育の実践等を通して自己理解を深め、生徒一人一人の進路実現を図る。 

 

エ（信頼される学校づくり） 

＜安全＞ 

学校安全３領域（生活・交通・災害）の意識を高め、生徒の心身の健康や安全に留意した学習環境

の充実を図る。 

＜職員＞ 

教職員の資質向上や危機管理の意識啓発及び働き方改革の推進を図る。 

＜広報＞ 

学校の理解促進に向け、効果的な情報発信を図る。 

 

オ（地域との連携） 

コミュニティ・スクール事業等を通して地域資源を活用し生徒の学びの機会を増やし、地域に開かれ

た信頼される学校づくりを推進する。 
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３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 
 

   

取組目標 

 

達成方法（取組手段） 成果目標 

 

担当部署 

ア 

（人間性の育成） 

行事、生徒会活動、

部活動等を通して、

自己有用感を感じ、

自己肯定感を高め

られる教育活動を

実現する。 

 

 

・生徒の挑戦する姿勢を励まし、支援

することで自主性、主体性を育てる。 

・人権尊重の精神を育成し、敬愛の気

持ちを育む。 

・品位ある生徒の育成を図る。 

・豊かな感性、異文化理解の精神を育

む取組を充実させる。 

・生徒主体の朝読書を通して主体性を

育み、生活リズムの定着を図る。 

 

 

・学校行事、生徒会活動、部活動に積極的に

取り組む生徒 80％以上 

・生徒を承認し、励ます声掛け（ボイスシャ

ワー）を実践する教員 90％以上 

・生徒に対する言葉遣いや授業のユニバーサ

ルデザイン化に配慮する教員 90％以上 

・学校生活で自分に自信を持てたことがあっ

たと感じる生徒 80％以上 

・国際的視野に立ち、物事を考えられるよう

になったと感じる生徒 70％以上 

・読書活動が有意義であると感じる生徒 70％

以上 

 

全職員 

生徒・保健 

ＧＰ委 

総務・図書 

イ 

（学力の定着） 

教師による授業改

善及び生徒による

学習改善の充実を

図り、確かな学力を

育成する。 

 

 

・教員相互による授業参観等を通して

授業の質の向上につなげる。 

・アンケートを通して現状を把握し、

授業改善を図る。 

・ＩＣＴ機器の活用、教材の工夫によ

り、主体的な取組を促す。 

・生徒による学習改善により、授業を

大切にする姿勢を高める。 

 

・相互授業参観に積極的に取り組んだ教員

80％以上 

・他教科等の授業参観を通して授業改善に努

めた教員 80％以上 

・主体的・対話的で深い学びを実践している

教員 80％以上 

・「授業の内容がよくわかる」と評価する生徒

80％以上 

・授業を通して教科の興味、関心が高まった

と評価する生徒 80％以上 

・授業においてＩＣＴ機器を効果的に活用し

ている教員 80％以上 

・ＩＣＴ機器を効果的に活用して学習をする

生徒 80％以上 

 

教務・情報 

各教科 

ウ 

（進路目標の実現） 

キャリア教育の実践

等を通して自己理解

を深め、生徒一人一

人の進路実現を図

る。 

 

・自己理解を深め、進路実現につなが

る指導を実践する。 

・進路情報を収集し、全職員で共有す

るとともに、生徒・保護者へ積極的

な情報提供を実践する。 

・一人一人の進路希望を大切にし、き

め細やかな進路支援を実施する。 

・高大連携授業等、オープンキャンパ

スへの参加を促す。 

・国公立大学も含め、年度内入試を有

効活用して生徒の進路実現に向けた

総合的な支援をする。 

 

 

・「進路情報の提供が適切」と答える生徒 80％

以上、保護者の割合 70％以上                            

・進路指導に関して家庭と連携できていると

答える生徒 80％以上、保護者 70％以上 

・自らの進路実現に向かってチャレンジでき
ていると答える生徒 80％以上 

進路 
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エ 

（信頼される学校） 

＜安全＞ 

学校安全３領域（生

活・交通・災害）の

意識を高め、心身の

健康や安全に留意

した学習環境の充

実を図る。 

＜職員＞ 

教職員の資質向上

や危機管理の意識

啓発及び働き方改

革の推進を図る。 

＜広報＞ 

学校の理解促進に

向け、効果的な情報

発信を図る。 

 

・校内外の連携を密にした取組により、

安全・安心な学習環境を整える。 

・交通安全指導の充実により交通ルー

ルとマナー遵守の態度を育成する。 

・校内や地域での防災訓練を通して、

危機管理意識の向上を図る。 

・施設の安全点検を定期的に行い、学

校施設の安全性を確保する。 

・清掃活動を充実し、校内美化を推進

する。 

・校内研修を通して職員の資質向上を

図る 

・職員の時間外勤務を把握し、業務改

善と定時退勤日を推奨する。 

・C-Learning 等の情報機器を活用して

効率的な運営を推進する。 

・学校ＨＰやＳＮＳ、西高通信の発行
などを通して、効果的に必要な情報
を発信する。 

 

 

・悩みや不安を話す人や機会があると答える

生徒 80％以上 

・いじめの予防、早期対応に努めた教職員の

割合 100％ 

・重大な交通事故件数０件 

・体罰、セクハラ等の不祥事件数 0 件 

・交通事故前年度比 10％以上の削減 

・地震や暴風警報発令時等の登校基準を把握

していると答える生徒・保護者 80％以上 

・施設、設備不具合に起因の事故、けが０件 

・「校舎内外の美化に積極的に取り組んでい

る」と答える生徒 80％以上 

・定時退勤や時間外業務の縮減を意識する教

職員 80％以上 

・学校の情報配信が適切であるとする保護者
80％以上 

全職員 

生徒・保健 

総務・図書 

事務室 

管理職 

オ 

（地域との連携） 

コミュニティ・スク

ール事業など、地域

資源を活用した生

徒の成長の機会の

充実により、地域に

信頼される学校づ

くりを推進する。 

 

 

・コミュニティ・スクール事業を通し

て生徒の学びの機会を確保する。 

・学校運営協議会を開催し、効果的な

協議の場とする。 

・地域資源を活用して本校生徒の成長

に寄与する活動を行う。 

・地域や保護者との協働、連携により、

生徒の教育活動の充実を図る。 

 

 

・コミュニティ・スクール事業が自分のため

になった、と感じる生徒の割合 70％以上 

・学校運営協議会の協議内容を学校運営に生

かす。 

・地域と連携した教育活動をしていると感じ
られる保護者の割合 70％以上 全職員 

管理職 

生徒・保健 

総務・図書 

 

 


